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研究成果の概要（和文）：自閉症スペクトラム（ASD）児の食物の嗜好の偏りやその支援方法の解明を目的と
し、モデルラットを用いて食餌選択性を検討した。SDラットのASDラットと健常ラットを用い、13～20日目は固
形飼料、21日目以降はペースト飼料を与えた。また、もう1組のASDラットと対照ラットには、13～20日目をペー
スト飼料、21日以降は固形飼料を与えた。
ペースト飼料から固形飼料に変化させた際に摂取量が減少したが、対象ラットでは早期に摂取量が増加し、ASD
ラットではキャッチアップが遅れた。また、昼夜の摂取量の比率もモデルラットでは大きく変化し、飼料の変化
により摂取量および摂食パターンに影響が生じる可能性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：The aim of this study was to find out the biased food preference and support
 method for children with autism spectrum disorder, therefore, the model rats were used to determine
 the food selectivity. The ASD-model rats and healthy rats of SD rat were prepared. These rats were 
fed solid food from 13th to 20th postnatal day and were fed pasted food from 21st postnatal day. 
Additionally, other model rats and control rats were used, and fed pasted food from 13th to 20th 
postnatal day and solid food from 21st postnatal day.
The amount of food intake decreased when the food was changed from pasted to solid. The amount 
increased in control rats at an early point, however, there was a slow recovery in ASD-model rats. 
Moreover, the ratio of food intake of day and night time was drastically changed in ASD-model rats. 
Therefore, it is suggested that changes of diet form can influence the amount of food intake and 
feeding pattern.

研究分野： 摂食嚥下リハビリテーション学
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１．研究開始当初の背景 
 自閉症は「社会的な相互交渉の障害」「ミ
ュニケーション機能の障害」「活動と興味の
範囲の著しい限局性」を主徴とする広汎性発
達障害であり、自閉症スペクトラム（ASD）
は人口の約 1％の発生頻度とされる。 
ASD 児の社会性で最も問題行動が多いのは食
事場面と言われ、50～90％の ASD 児に食行動
の問題が認められると報告されている
（Bandini et al. 2010）。その中でも、申請
者らの調査（図 1）が示すように「嗜好」の
問題は明らかに定型発達児より多い。そのた
め、食事場面や食行動、特に嗜好への支援が
保護者や養育者にとって強く求められてい
ると考えられる。 
 これまでの研究により、ASD 時の摂食行動
の特徴の一部はモデルラットを用いて再現
可能であることが報告され、本研究ではこの
手法をさらに進めてASD児の摂食行動の特徴
の解明だけでなく、今後の食事支援の基盤と
するため、その変化が生じる要因について検
討するという点に注目した。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、疾患モデル動物を用いて
自閉症スペクトラム（ASD）にみられる嗜好
の限局や摂食行動の異常が幼児期の味覚受
容経験によってどのように変化するかを明
らかにし、ASD 児における食行動などの社会
性を改善するための有効な早期介入方法を
確立することである。 
申請者は、通常のラットでは離乳期の味覚経
験や食形態によって三叉神経核や孤束核な
どの中枢神経核の活動が変化することを明
らかにしている。今回は、早期から摂食行動
に差異が生じる ASD モデルラットを使用し、
基本的な摂食機能が確立される離乳期での
摂食行動に関する介入によってどのように
摂食行動や摂食機能に関連する中枢神経の
活動に変化が生じるかを検証した。 
 
３．研究の方法 
 本研究では、ASD 児における食物の嗜好の
偏りの原因やその支援方法の解明するため、
既存の方法にて ASD モデルラットを作成し、
その離乳期において食餌選択性の特徴、なら
びに変化の過程について観察、検討を行った。   
対象試料はNaritaらが用いた方法（Narita 

et al, 2002）に従い、母獣の妊娠期にバル
プロ酸を投与して作成した SD ラットの自閉
症モデルラットとした。また、対照群として
は同時期の母獣に生理食塩水を投与した健
常ラットを用いた。生後 12 日までは母獣と
共に飼育し、母乳のみを摂取させた。生後 13
日から母仔分離を行い、自閉症モデルラット
と対照ラットを別のケージで飼育し、それぞ
れには 13 日目から 20 日目までは固形飼料、
21 日目からはペースト飼料を与えた（それぞ
れを Auti（固形→ペースト）と Cont（固形
→ペースト）とする）。また、もう 1 組の自

閉症モデルラットと対照ラットには、13日目
から 20 日目までをペースト飼料、21 日目か
らは固形飼料を与えて飼育した。 

 

 
図 1 各群の飼育環境と飼料の種類 

 
 昼夜は照明の有無で区別し、8時から 20 時
を昼間、20 時から 8時を夜間と設定した。13
日目から 30 日目の飼育終了までの期間中、
ラット用摂餌量測定装置を用い 
て餌箱重量を経時的に計測し、それぞれの試
料摂取量を算出した。 
 
４．研究成果 

 
 実験開始に先立ち、モデルラットの体重変
化について対照群との比較を行った。母獣と
の分離飼育や飼料の変化により、これまでの
研究では食餌摂取量や水分量が保てないこ
ともあったが、本研究では ASD モデルラット
と対照ラットとの間に体重変化の差異は生
じなかった。また、脱毛や不眠などの異常行
動はみられず、仔ラットの発育状況は概ね良
好と考えられた。 
 
 次に、ラット 4群の食餌摂取量を計測した
ところ、飼料を変更した生後 21 日目に大き
な変化が認められた。 
 ASD ラットおよび対照ラットともに固形飼
料からペースト飼料に変更した群は摂取量
が若干減少した程度であり、生後 25 日目ご
ろにはほぼ通常の摂取量に回復していた。一
方、ペースト飼料から固形飼料に変更した場
合はASDラットおよび対照ラットのいずれに
おいても大きく食餌摂取量が減少していた。
これらの「ペースト→固形」群においてはそ
の後の摂取量の回復も「固形→ペースト」群
と比較して遅く、生後 19 日目の摂取量のレ
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図 2 ASD モデルラットと対照ラットの体重 



ベルに回復したのは ASD ラットで 29 日目、
対照ラットで 26 日目であった。ASD ラットと
対照ラットでは、このように摂取量の回復程
度に大きな差が生じ、生後 27 日目には「ペ
ースト→固形」を摂取した対照ラットでは
「固形→ペースト」を摂取した群にキャッチ
アップしたのに対し、ASD ラットでは生後 30
日まで差が埋まらず、摂取量としては低値を
取り続けた。 
 

 
図 3 各群の食餌摂取量の推移 

 
 全体の食餌摂取量については上記のよう
な結果となったが、本研究では昼間および夜
間それぞれの摂取量について集計を行った。
ラットでは一般的に夜間の活動が活発であ
り、そのため食餌摂取量も昼間よりも多くな
る傾向がある。本研究の対照ラットではこれ
と同様の傾向を示し、昼間の食餌摂取量は最
大でも 36％程度と夜間に比較して少なかっ
た。ASD ラットでは反対の傾向を示し、生後
21 日目までは摂取量のうち 52～72％が昼間
に摂取されていた。飼料を変更した生後 21
日目以降ではこの割合に変化が生じ、ASD ラ
ットでは「固形→ペースト」「ペースト→固
形」いずれの飼料パターンでも昼間の摂取割
合が減少した。生後 26 日目までは 50％を切
ることが多く、計測終了までは昼間と夜間の
摂取量はほぼ同等であった。対照ラットでは
飼料を変更した後も昼夜の摂取量の変化は
ほぼみられず、生後 21 日目以降も昼間の摂
取量は最大でも 39％であり、夜間の摂取量が
多い傾向は変化しなかった。 
 

 
図 4 各群の昼間の食餌摂取量の推移 

 
 これらのように、ASD モデルラットは離乳

期の摂食行動に変化が生じ、飼料の物性の変
化による摂取量の減少や回復度合、あるいは
昼夜の摂取パターンの変化が極めて大きい
ことが示された。 
 飼料の物性変化への対応が対照ラットと
異なることは、ASD 児においても手指感覚な
どをはじめとする感覚の受容性が定型発達
児と異なる点と類似しているものと推察さ
れる。ASD 児の食事では咀嚼機能などに大き
な問題はないものの、嗜好の限局、慣れない
物性の食事への受容が困難など、「好き嫌い」
に関する問題が多く認められる。 
 

図 5 ASD 児の保護者が食事で気になる点 
 
 
これらの感覚受容の問題はASDラットでも同
様に生じている可能性があり、それにより食
餌の変更によって大きく摂取量が減少する
こと、その回復が対照ラットよりも時間を要
することの誘因になるのではないかと考え
られた。さらに、この変化は「固形→ペース
ト」という飼料の変更を行った ASD ラットで
はほとんどみられなかったことから、感覚受
容の問題は「硬い物性から軟らかい物性」へ
の変化では生じにくく、「硬い物性に変化さ
せる」という場合に強くみられるものと推察
される。本研究では複数の飼料を同時に提供
し、どちらを選択するかという点については
計測ができなかった。そのため、今後は単に
提供する飼料を変更するのみならず、複数の
飼料の提供によって摂取量がどう変化する
かなどの検討も必要と考えられる。 
 同様に、これらの摂食行動のパターン変化
は昼夜の時間帯にも生じることが示された。 
対照ラットでは飼料の変更を行った後も昼
夜の摂取量の割合に大きな変化は生じなか
った。一方で、ASD ラットでは昼間の摂取量
が大きく減少し、昼夜ともにほぼ同量の食餌
摂取を行うようになった。これらについては
先行研究による知見が影響しているものと
考えられる。すなわち、ASD ラットでは昼夜
の行動パターンが対照ラットほど大きく差
が生じないこと、ASD ラット同士では社会相
互的な関係が減少するとともにラット自体
の日内変動が対照ラットほど大きくないこ
となどが明らかになっている。そのため、摂
食行動自体はASDラットでは昼夜ともに行わ



れており、飼料の変更によってさらに摂食行
動が減少、または 1回で摂取する量の減少な
どが生じ、昼夜というサイクルに関わらず摂
食行動が生じたのではないかと考えられる。 
 本研究では1日あたりの摂食行動の回数や
摂食行動1回あたりの食餌摂取量は計測でき
なかったため、これらの仮説の証明は今後の
検討が必要になる。 
 
 以上の研究成果から、本課題におけるラッ
トの摂食行動の特徴として、 
 
①自閉症モデルラットでは、他ラットとの社
会相互作用の減少、昼夜の食餌量の差が少な
い結果となった。一方で、それらの特徴は、
単独での飼育よりも同ケージ内のラット同
士の相互干渉によって緩和される傾向もあ
った。 
②ペースト飼料から固形飼料に変化させた
際に自閉症モデルラットと対照ラットとも
に食餌量が減少したものの、対象ラットでは
早期に摂取量が増加した。一方で、自閉症モ
デルラットではキャッチアップが遅れ、30 日
の時点でも食餌量は他ラットよりも低かっ
た。 
③昼夜の摂取量の比率も飼料形態を変化さ
せたのちには自閉症モデルラットでは大き
く変化しており、飼料の変化により食餌量の
みならず摂取パターンにも影響が生じる可
能性が示唆された。 
 
などの知見が得られ、未経験の食物の物性に
対するASD児における食事の問題の一部がモ
デルラットを用いて再現可能であること、食
事量のみならず食事のパターンや食事環境
によっても摂食行動の特徴は変化しうる可
能性が示唆された。 
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